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剰余の定理により、

 xP が kx  で割り切れる ⇔   0kP
である。よって、   0kP ならば、  xP が kx  で割り切れる。このときの、商を  xQ とす

れば

     xQkxxP 
となるから、  xP は kx  を因数にもつ。逆に、  xP が kx  を因数にもつとき、   0kP で

あることは明らかである。よって、次の因数定理が成り立つ。

因数定理

多項式  xP が kx  を因数にもつ ⇔   0kP

（例）

  342 23  xxxxP
とすると

  034211 P
であるから、  xP は 1x を因数にもつ。実際

    31 2  xxxxP
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（例）

  233  xxxP
とすると、

  021311 3 P
であるから、  xP は 1x を因数にもつ。多項式の除法を実行することにより

    21 2  xxxxP
さらに、

  2122  xxxx
であるから

         21211 2  xxxxxxP

である。
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